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７
月
31
日
㈭
、
兼
松
会

頭（
阿
南
市
高
規
格
道
路

等
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

長
・
那
賀
川
渇
水
対
策
協

議
会
長
）が
岩
佐
阿
南
市

長
・
橋
本
那
賀
町
長
と
共

に
国
土
交
通
省
及
び
財
務

省
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
高

見
大
臣
政
務
官
、
石
和
田

道
路
局
次
長
、
中
井
水
管

理
・
国
土
保
全
局
次
長
に
、

財
務
省
で
は
斎
藤
副
大
臣

に
対
し
て
、
地
域
経
済
を

支
え
る
活
力
の
道
、
巨
大

地
震
に
対
応
す
る
命
の
道

と
な
る
徳
島
南
部
自
動
車

道
の
早
期
完
成
と
阿
南
安

芸
自
動
車
道
の
更
な
る
南

進
に
つ
い
て
、
ま
た
、
那

賀
川
水
系
の
企
業
活
動
に

必
要
な
水
資
源
の
安
定
供
給
の
た
め
適
切
な
維

持
管
理
と

利
水
治
水

の
課
題
解

決
に
向
け

た
施
策
の

推
進
を
要

望
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、

令
和
８
年

度
概
算
要

求
を
迎
え
、

更
な
る
事

業
推
進
と

継
続
、
さ

ら
に
令
和

７
年
度
補

正
予
算
の

十
分
な
予

算
額
を
確

保
し
て
い

た
だ
け
る

よ
う
要
望

し
た
も
の

で
、
同
行

し
た
地
元

企
業
や
女

性
団
体
の

代
表
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実
情
を
訴
え
る
と
共
に
、

一
日
も
早
い
高
規
格
道
路
の
開
通
と
安
定
し
た

企
業
活
動
の
た
め
、
河
川
整
備
予
算
の
確
保
を

企
業
、
市
民
団
体
の
代
表
が
結
束
し
て
地
元

の
声
を
熱
心
に
届
け
ま
し
た
。

　

国
へ
の
要
望
に
先
立
ち
７
月
30
日
㈬
、
国
土

交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
の
豊
口
局
長
及
び
徳

島
県
庁
に
お
い
て
朝
田
政
策
監
を
訪
問
、
ま
た
、

７
月
４
日
㈮
に
は
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
の
安
永
所
長
及
び

那
賀
川
河
川
事
務
所
の
北
川
所
長
を
訪
問
し
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
経
済
を
支
え
る
道
路
整
備
の
促

進
と
那
賀
川
水
系
の
維
持
管
理
・
整
備
促
進
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日
㈭
、

中
小
企
業
振
興
特

別
委
員
会
は
、
平

成
29
年
10
月
に
施

行
さ
れ
た
阿
南
市

中
小
企
業
振
興
基

本
条
例
の
基
本
理

念
の
実
現
及
び
基

本
的
施
策
の
実
施

に
つ
い
て
調
査
す

る
た
め
の
中
小
企

業
審
議
会
が
活
性

化
し
、
当
市
に
お

け
る
中
小
企
業
政
策
が
よ
り
有
効
な
も
の
に
な

る
よ
う
３
項
目
に
つ
い
て
阿
南
市
へ
要
望
し
ま

し
た
。

﹇
要
望
事
項
﹈

①
中
小
企
業
振
興

審
議
会
に
実
務

者
会
議
を
設
置

す
る

②
中
小
企
業
政
策

を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
助
言

者
の
活
用
に
つ

い
て

③
中
小
企
業
に
お

か
れ
て
い
る
課

題
を
現
状
把
握

す
る
た
め
の
悉

皆
調
査
の
実
施

市
の
中
小
企
業

振
興
政
策
に
つ
い
て
要
望

中
小
企
業
振
興
特
別
委
員
会

　

建
設
部
会
は
、
８
月

20
日
㈬
、
安
心
安
全
で

豊
か
な
暮
ら
し
を
将
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
防

災
を
視
点
に
お
い
た
都

市
計
画
の
提
案
、
高
規

格
道
路
の
整
備
に
合
わ

せ
た
産
業
団
地
の
整
備
、

市
道
・
都
市
計
画
道
路

等
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
早
期
開

通
、
市
中
心
部
に
お
け
る
住
宅
地
開
発
と
開
発

に
必
要
な
許
可
手
続
き
業
務
の
迅
速
化
な
ど

に
つ
い
て
阿
南
市
へ
要
望
し
ま
し
た
。

﹇
要
望
事
項
﹈

①
市
の
将
来
に
防
災
を
視
点
に
お
い
た
都
市
計

画
に
つ
い
て

②
阿
南
市
の
新
産
業
創
出
に
向
け
た
産
業
団
地

の
整
備
と
高
規
格
道
路
と
国
道
55
号
を
結

ぶ
東
西
幹
線
道
路
に
つ
い
て

③
市
中
心
部
の
住
宅

地
開
発
と
都
市
計

画
道
路
の
早
期
開

通
に
つ
い
て

④
都
市
計
画
手
続
き

（
開
発
許
可
・
建

築
許
可
・
適
合
証

明
）業
務
の
迅
速

化
に
つ
い
て

⑤
建
築
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
の
発
注

に
つ
い
て

市
の
新
産
業
創
出
に
向
け
た

産
業
団
地
の
整
備
な
ど
を
要
望

建
設
部
会

徳島南部自動車道の早期完成
桑野・福井道路の整備促進
那賀川水系の適切な維持管理・整備を要望

財務省　斎藤副大臣へ要望

豊口局長へ要望

安永所長へ要望 国土交通省　高見大臣政務官へ要望
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　日本人の２人に１人は罹患すると言わ
れる「がん」。しかし、近年の医療技術の
進歩により生存率も大幅に高まっており
ます。
　当日は44名の参加で、メディポリス
国際陽子線治療センター事業推進本部 国
際医療連携推進部 部長 田中耕太郎 氏を
講師にお招きし、最新のがんの状況やメディポリス国際陽子線治療センター
での陽子線治療を始めとするがん治療の現状等について説明頂きました。
　その後、生命保険会社の担当者より、治療に役立つ保険の紹介を受けまし
た。
　陽子線治療を中心にがんの最先端治療とがん保険の重要性を学び、がんへ
の備えと、罹患したら、本人だけでなく周囲がどのようにがんと向き合って
いくかを考える良い機会となりました。

がんと陽子線治療セミナー開催がんと陽子線治療セミナー開催
金融部会便り

　7月26日㈯・27日㈰に阿南の夏まつりが開催され、期間中
は延６万２千人の人出で賑わった。
　初日は富岡小学校金管・カラーガードクラブや各種団体に
よる開幕パレードが阿南駅前から牛岐城趾公園間にて行われ、
その後、阿南市役所・阿南駅前・牛岐城趾公園の３ヵ所で阿
波踊り競演大会が開催され、22連の総勢1,000人が熱気溢れ
る演舞を披露した。
　２日目は阿南市役所・阿南駅前の２ヵ所で阿波踊りの演舞、
牛岐城趾公園ではコスプレ・吹奏楽演奏・富岡ダンススタジ
オ等、若者の活気溢れるパフォーマンスが繰り広げられ、夜の

部では、牛岐城趾公園を背景にプロジェクションマッピングが
行われた。立体的な背景に映像を投影し、音楽と共に彩られ
た牛岐城趾や草木は普段とはまた違って魅力的に見えた。20
時からは阿南市役所前で阿波踊り振興連盟による総勢200名
の総踊りが披露され、踊りに魅了されたお客様から「大迫力の
踊りで大変盛り上がった！」と声をいただいた。
　また、120を超える露店が軒を連ねた他、ボランティアの協
力によるゴミゼロ大作戦により、大量のゴミをスムーズに分別
回収する取組も行われたことで祭り後のゴミのポイ捨ても年々
と減りつつある。
　フィナーレとして、浜の浦緑地公園で1,500発の花火が打ち
上げられ真夏の夜空を彩った。

阿南の夏まつり
Supported by 新日本電工 開催

各部会の開催日程

９月16日㈫

９月17日㈬

10時～12時

13時～15時

16時～18時

10時～12時

13時～15時

15時～17時

商 業 部 会

工 業 部 会

建 設 部 会

金 融 部 会

交 通 部 会

サービス部会

開　催　日 時　　間 部　会　名

【お問い合わせ】　阿南商工会議所　☎0884ｰ22ｰ2301

任期満了に伴う正副部会長並びに
２号議員（部会選出）選任のための

部会の開催日程について

☎0884ｰ22ｰ2301
【受付時間】平日8：30～17：15

阿南商工会議所
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10月3日㈮～11月18日㈫
申請をお考えの方は同封のチラシをご覧下さい。
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８
月
３
日
㈰
、
北
の
脇
海
水
浴
場
に

お
い
て
、「
第
22
回
親
子
で
冒
険
!!
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
＆
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
」を
開
催
し

た
。
阿
南
市
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

を
対
象
に
計
63
名（
小
学
生
32
名
、
大

人
31
名
）も
の
多
数
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
波
は
少
し
荒
か
っ
た
が
今
年

も
天
候
に
恵
ま
れ
、
青
空
の
下
で
無
事

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
と
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
パ
ド
ル

の
使
い
方
な
ど
基
礎
か
ら
学
び
、
阿
南

市
の
海
の
美
し
さ
を
体
感
さ
れ
た
参
加

者
か
ら
は
、「
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
ハ
マ

り
そ
う
！
」、「
海
が
き
れ
い
で
め
っ

ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
」等
、
感
想
を
い
た

だ
い
た
。
年
々
と
気
温
が
高
ま
る
中
、

今
年
は
例
年
以
上
に
気
温
が
高
か
っ
た

た
め
一
段
と
堪
能
さ
れ
た
様
子
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

阿
南
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
体
験

し
た
子
供
た
ち
が
将
来
、
一
度
阿
南
市

を
離
れ
て
も
地
元
に
戻
り
た
い
と
感
じ

て
も
ら
え
る
こ
と
や
郷
土
愛
を
高
め
て

も
ら
え
る
よ
う
に
今
後
も
阿
南
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

第
22
回
親
子
で
冒
険
!!
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
＆
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
の
開
催

青 年 部 だより
　

女
性
会
で
は
、
令
和
７
年
７
月
26
日

㈯
・
27
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た
阿
南
の
夏

ま
つ
り
で
、
毎
年
恒
例
の
ご
み
ゼ
ロ
大

作
戦
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
第
14
回
目
と
な
る
ご
み
ゼ
ロ

大
作
戦
は
、
毎
年
企
業
や
高
校
か
ら
130

名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が

集
ま
り
、
露
店
や
マ
ル
シ
ェ
出
店
が
増

え
る
中
で
も
来
場
者
の
環
境
意
識
の
向

上
に
よ
り
、
ま
つ
り
の
ゴ
ミ
が
き
れ
い

に
分
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
美
化
活
動
の
た
め

に
、
女
性
会
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

阿
南
の
夏
ま
つ
り

ご
み
ゼ
ロ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

女 性 会 だより

部
会・委
員
会
開
催
状
況

　
観
光
振
興
委
員
会

●
７
月
２
日
㈬　
委
員
９
名
出
席

　
中
小
企
業
振
興
特
別
委
員
会

●
７
月
４
日
㈮　
委
員
20
名
出
席

　
若
者
定
住
雇
用
委
員
会

●
７
月
14
日
㈪　
委
員
９
名
出
席

　
運
営
委
員
会

●
７
月
16
日
㈬　
委
員
14
名
出
席

　
商
業
部
会

●
７
月
10
日
㈭　
部
会
員
８
名
出
席

　
交
通
部
会

●
７
月
23
日
㈬　
部
会
員
６
名
出
席

阿南市に息づく、竹人形の伝統技
未来へつなぐ後継者育成講座を開始!!
　９月７日㈰阿南市商工業振興センターにおいて、阿南市阿波踊り
竹人形後継者育成講座が始まった。12月14日㈰までの期間に全
８回の講座が開催される。
　参加者は応募があった21名の中から、12名の方々が抽選によ
り選考され、阿南市内から意欲的な方ばかりが集まってきた。講
師は阿南市竹人形伝承会の会員が講師を務める。
　第１回目は、阿南市の竹人形の歴史や作業工程などの説明を受
け、阿波踊り竹人形キットの組立を体験した後、実際に竹材を手
に男踊りの制作を学ん
だ。
　この講座は阿南市で
受け継がれてきた、阿
波踊り竹人形の製作技
術を伝承していくもの
で、講座の中では商品
開発や販売についても
今後計画している。

阿南市阿波踊り竹人形後継者育成事業
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「
那
賀
川
を
学
ぶ
講
座
」終
盤
へ

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
　
名
誉
教
授
　
湯
　
城
　
豊
　
勝

Vol.139「
那
賀
川
を
学
ぶ
講
座

：

第
10
回
目
」

６
月
28
日
㈯
、
阿
南
商
工
会
議
所
、
出
席

者
20
名

「
那
賀
川
を
学
ぶ
講
座

：

第
11
回
目
」

７
月
26
日
㈯
、
阿
南
商
工
会
議
所
、
出
席

者
17
名

▲屋内テントの設営

▲発表と講評

　青色申告会では、個人事業主の皆様に適正な申告を行っ
ていただくために記帳から決算・確定申告までの指導等、お
手伝いをさせていただいております。是非ご入会ください！！

お問い合わせ
阿南市青色申告会　TEＬ：0884－22－2301

阿南市青色申告会 会員募集 !阿南市青色申告会 会員募集 !

有限会社 森本印刷

Printing, Web Design, Product Planning, Suggestion

イメージをカタチに！

〒774－0023　徳島県阿南市橘町大浦25－1
TEL.0884ｰ27ｰ0118　FAX.0884ｰ27ｰ0416
E-mail：m-p@stannet.ne.jp
www.stannet.ne.jp/m-p/

に
移
行
す
る
か
ら
で
す
。
受
講
の
皆
さ
ん

方
は
す
ぐ
頭
を
抱
え
て
机
の
下
に
も
ぐ
り

ま
し
た
。「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
」な
ら
ぬ「
Ｔ
Ｋ
Ｂ

48
」も
習
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ

ン
・
ベ
ッ
ド
を
48
時
間
以
内
に
設
置
す
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
み
ん
な

で
、
避
難
所
開
設
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
」

と
い
う
こ
と
で
、
２
班
に
分
か
れ
て
避
難

所
屋
内
テ
ン
ト
を
組
み
立
て
ま
し
た
。
い

ざ
避
難
時
に
は
、
誰
も
教
え
て
く
れ
る
人

も
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
と
、
組
み
立
て

方
を
教
え
て
も
ら
え
ず
、
皆
さ
ん
が
主
役

で
相
談
し
な
が
ら
建
て
ま
し
た
。
結
果
は

立
派
の
ひ
と
言
。短
時
間
に
で
き
ま
し
た
。

実
に
有
意
義
な
講
座
で
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
河
川
整
備
の
仕
組

み
」、
講
師
は
、
第
５
・
６
・
７
回
目
に

続
い
て 

香
川
大
学
四
国
危
機
管
理
教

育
・
研
究
・
地
域
連
携
推
進
機
構 

危
機

管
理
先
端
教
育
セ
ン
タ
ー
野
本
粋
浩
特
命

教
授
で
す
。
内
容
は
、①
川
の
整
備
は
ど

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
る
の
？　
②
そ
の
決

定
に
住
民
は
参
加
で
き
る
の
？　
③
こ
れ

か
ら
那
賀
川
の
整
備
は
ど
う
や
っ
て
決

ま
っ
て
い
く
の
？
で
す
。

　

河
川
整
備
は「
河
川
法
」に
基
づ
い
て
行

わ
れ
ま
す
が
、
同
法
は
明
治
29
年
、
治
水

を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
利

水
が
加
わ
り
昭
和
39
年
に
改
正
、
さ
ら
に

環
境（
地
域
住
民
の
意
見
反
映
）を
加
え
て

平
成
９
年
に
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。さ
て
、

那
賀
川
で
は
平
成
12
年
に
細
川
内
ダ
ム
の

事
業
中
止
、
そ
の
後
発
足
し
た
那
賀
川
流

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
３
０
が
整
備
計
画
の

提
言
書
を
提
出
、
平
成
19
年
に
は
そ
の
意

見
を
反
映
し
た
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、

さ
ら
に
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
事
業
も
完

成
、
現
在
は
小
見
野
々
ダ
ム
改
造
事
業
着

手
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。近
年
、

全
国
各
地
で
甚
大
な
豪
雨
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
河
川
整
備
計
画
も
、
気
候
変

動
を
踏
ま
え
た
計
画
へ
の
見
直
し
が
迫
ら

れ
、
昨
年
７
月
に
は
那
賀
川
水
系
河
川
整

備
基
本
方
針
が
発
表
さ
れ
た
の
で
、
今
後

は
整
備
計
画
の
策
定
に
向
か
う
と
い
う
お

話
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
の
テ
ー
マ
は「
次
の
河

川
整
備
計
画
に
取
り
入
れ
て
欲
し
い
河
川

整
備
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
下
さ
い
」で

す
。３
班
に
分
か
れ
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
、

各
班
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
端
的
に

表
現
す
る
な
ら
、
治
水
面
で
は
絶
対
に
破

堤
し
な
い
川
や
森
林
の
保
水
力
強
化
な

ど
、
利
水
面
で
は
安
心
で
き
る
利
水
容
量

の
確
保
や
脱
炭
素
時
代
に
向
け
た
発
電
な

ど
、
環
境
面
で
は
人
が
遊
べ
る
川
の
整
備

を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
100
年
先
の

人
口
減
少
を
見
越
し
、Ａ
Ｉ
利
用
な
ど
で

少
人
数
で
の
管
理
体
制
の
提
言
は
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

防
災
に
お
い
て
は「
知
る
！
備
え
る
！

逃
げ
る
！
」が
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
災
害
の
種
類
・
地
域
の

リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
、
次
に
は
知
っ
た
知

識
を
活
か
し
て
災
害
に
備
え
る
、
そ
し
て

災
害
に
遭
え
ば
逃
げ
る
。
逃
げ
た
後
に
は

避
難
場
所
で
安
否
確
認
し
、
自
宅
に
帰
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
避
難
所
で
生
活
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
は
、
阿
南
防
災
士
の
会
副

会
長
の
青
木
正
繁
氏
。
タ
イ
ト
ル
は「
自

分
事
防
災
を
考
え
る 

さ
ぁ
！
み
ん
な
で
、

避
難
所
開
設
だ
ー
！
」。
青
木
先
生
は
、

防
災
に
関
す
る
色
ん
な
肩
書
を
持
ち
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
新
聞
等
に
頻
繁
に
登
場

す
る
の
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
実
践
の
人
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
・
熊
本
地
震
、
ま
だ
記
憶

に
新
し
い
能
登
半
島
地
震
へ
も
救
援
活
動

に
行
っ
て
き
て
、
そ
の
時
の
経
験
や
問
題

点
に
つ
い
て
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
活
動
と
は
、
一
般
に
知
ら
れ
た
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）で
は
な
く
Ｄ

Ｗ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）で
す
か

ら
、
避
難
所
運
営
に
精
通
し
て
い
ま
す
。

　

青
木
先
生
の
講
演
は「
油
断
も
隙
も
な

く
、
眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
」内
容
で
し

た
。な
ぜ
な
ら
、歩
き
な
が
ら
大
き
な
声
で

話
し
、
す
ぐ
に
質
問
し
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ

り
、
果
て
に
は
地
震
発
生
し
た
と
想
定
し

て
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と
警
報
音
に
よ
り
訓
練
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ふなどころ阿南まちづくり協議会 【ふなどころ通信】

〜
内
航
海
運
業
を
Ｐ
Ｒ
！
第
７
回
海
の

お
し
ご
と
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
開
催
〜

　

阿
南
の
夏
ま

つ
り
最
終
日
の

７
月
27
日
㈰
、

毎
年
恒
例
と
な

っ
た「
海
の
お

し
ご
と
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
」を
牛

岐
城
趾
館
展
示

室
で
開
催
し
た
。

　

内
航
海
運
と

は
、
日
本
国
内

の
港
と
港
の
間

で
、
貨
物
を
海

上
輸
送
す
る
事

業
の
こ
と
を
言

い
、
大
量
の
貨

物
を
長
距
離
輸

送
す
る
の
に
適
し
て
お
り
、
産
業
基
礎
資
材

（
鉄
鋼
、
石
油
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
）や
食
料
品
、

日
用
品
を
運
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
日
本
経
済

を
支
え
て
い
る
産
業
と
言
え
る
が
、
そ
の
魅

力
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
協
議
会
設
立
以
来
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
内
航
海
運
を
紹

介
し
た
パ
ネ
ル
や
航
海
計
器
の
展
示
に
加
え
、

内
航
海
運
ク
イ
ズ

を
実
施
。
そ
し
て

今
年
の
目
玉
は
、

内
航
海
運
の
世
界

に
飛
び
込
め
る
Ｖ

Ｒ
体
験
を
実
施
し

た
。
海
の
上
を
爽

快
に
走
る
体
験
を

し
た
子
供
た
ち
は

皆
楽
し
そ
う
に
Ｖ

Ｒ
の
世
界
に
入
り

込
ん
で
い
た
。

三方よしのまちづくり
第17回 阿南まちゼミ開催

　第17回となる阿南まちゼミが7月14日㈪～8月31日㈰ま
で開催された。
　「まちゼミ」とは、各店舗の店主やスタッフが講師となり、
店主の専門知識や情報・コツを無料で受講者(お客様)にお伝
えする少人数制のゼミであり、各店舗の存在や特徴を知り、
商店とお客様の交流を通して、商店のファンづくりと地域商
業の活性化を推進する目的として実施。
　17回目となるまちゼミは、参加店舗45店舗、講座数50講
座、新規参加店舗は８店舗となり、受講者数は、約500名と
なった。
　「まちゼミ」は、店舗のPRとなるほか、新規顧客との出会
い、他店舗との横の繋がりができ、受講者からの客観的な意
見も聞く事ができ、店主側も学びを得る事業である。
　受講者からは「知らない店舗を知るきっかけになる」、「毎年
の開催を楽しみにしている」など大変好評でした。
　まちゼミは、店主が商売に対するモチベーションを一層高
める起爆剤となり、今後の経営改善、地域活性化の糸口にな
れればと思う。

　新規参加店舗である「米沢道場」は、
実家をリフォームして、８月にオー
プンしたばかりである。講師は元プ
ロキックボクシング選手でもある米
沢 知佐 氏が「元プロが教える初めて
のキックボクシングに挑戦」をテー
マに開催した。
　講座では、まず初めに怪我をしな
いよう体をほぐすためのウォーミン
グアップを行った後、基本の構え、

ジャブ、ストレート、フック、ミドルキック、前蹴り、膝蹴
り等の一連の動きを練習。身体が温まると講師を相手にミッ
ト打ち。きっちり受け止めてくれるので遠慮なく全力で打つ
ことができる。キックボクシングが全身運動であるため、体
力の向上、ダイエット、そしてストレス発散もでき、約60
分の講座もあっと言う間に終わり、初心者でも無理なく参加
できたことが大きかった。
　まちゼミを通して、阿南は空手が多い傾向があるが、キッ
クボクシングをしている所は少ない。受講者からもっと体を
動かしたいというリアルな声を聞く事が出来たので、老若男
女問わず、幅広い世代の方々にキックボクシングを広めて行
きたいと考えている。

米沢
道場

新
規
加
入
店
舗

優良従業員表彰式令和７年度 ご推薦の
ご案内

　阿南商工会議所では会員事業所の繁栄と共に地域経済の発展、社会福祉の増進をめざし、その事業の一環として、優良従業員
表彰を実施しています。
　この表彰は、企業への貢献度が高い従業員や長年勤続し他の模範となる従業員を、商工会議所や地方自治体が表彰する制度で
す。勤務意欲の向上、定着率の改善、地域経済の発展などを目的としており、表彰者には賞状や記念品が贈られます。
　この機会に貴社の発展に貢献された従業員の方を、是非、ご推薦ください。

お問い合わせ　阿南商工会議所・業務課　☎0884ｰ22ｰ2301

表彰式　日時・場所

●日時：令和８年１月20日㈫　10：00～11：00
●場所：阿南市商工業振興センター２階　展示ホール

表彰の種類について

●勤続10年以上表彰
●勤続20年以上表彰
●勤続30年以上表彰

受付締切日：10月31日㈮ ※同封の推薦書をご利用ください。
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あなんまちマルシェ2025

高校生の企画やスタンプラリー・はたらく車コーナー等盛りだ
くさん。秋の楽しいイベント企画として、店主とお客様とのコ
ミュニティーの場を目指して計画中です。
お誘いあわせの上、お越しください。

令和７年11月16日㈰
10：00～15：00 

【お問い合わせ】  阿南まちゼミの会
☎0884-22-2301（阿南商工会議所内）

あつまる・つながる・あったまる！

◎私たちの町を元気にしたい！

◎地域の素敵なお店や作家さんが大集合！

◎８０ブースを超える県南最大級のマルシェ!

日時

阿南ひまわり会館
阿南ひまわり会館駐車場
旧市民会館駐車場

会場

第171回　日商簿記検定

検定試験のご案内

●試 験 日　11月16日㈰
●申込期間　９月29日㈪～ 10月17日㈮
●受 験 級　１級・２級・３級
●受 験 料　１級：8,800円、２級：5,500円、３級：3,300円
●試験会場　阿南商工会議所

【お問い合わせ】　阿南商工会議所　業務課　☎0884ｰ22ｰ2301

阿南 ����������まちバル

前売りチケット販売開始　10月20日㈪～
前売チケット　１冊：4,500円（　900円×５枚綴）
当日チケット　１冊：5,000円（1,000円×５枚綴）

飲食店の横の連携と組織強化を図る為、お客様に喜んでいただける自店自慢のお料理とお酒を提供する「阿南まちバル in TOMIOKA」を開催します。
「まちバル」とは地域の飲食店が参加し、チケット制で複数の店舗をはしごしながら食べ歩き、飲み歩きを楽しむグルメイベントです。
新規顧客の獲得や来店のきっかけづくりに繋げ、自店の魅力を最大限発揮できるチャンスとして、まち全体で盛り上げていきましょう！

令和７年11月23日㈰　16：30～23：00 
阿南駅周辺店舗　約20店舗

開催日時

開催場所

参加店舗・チケット申込など詳しくはコチラの
QRコードからお願いします。

主　催　阿南商工会議所・阿南まちバル実行委員会　　お問い合わせ　阿南商工会議所　☎0884ｰ22ｰ2301

まちバルHP Instagram

食べ歩き！飲み歩き！まちバル！

第１回

　徳島南部自動車道「阿南IC～小松島IC」間が2025年
度中に開通することが公表されています。この開通を
県南地域の新しい可能性が広がる第一歩と捉え、地域
住民が一体となって高規格道路整備に対する想いを
メッセージにして、地域の総意として発信するため、
シンポジウムを開催します。

■開催日時　2025年９月27日㈯　14：00～16：00
■開催場所　阿南市情報文化センター「コスモホール」
　　　　　　☎0884ｰ44ｰ5000
■内　　容
　 ●基調講演　株式会社メディアドゥ
　　　　　　　　代表取締役社長CEO  藤田 恭嗣氏
　 ●事業報告　国土交通省四国地方整備局
　　　　　　　　徳島河川国道事務所
　　　　　　　　　　　　　 事務所長  安永 一夫氏
　 ● メッセージ　高規格道路新時代に向けて
　　　　　　　私の夢・希望・想いをつないでいく
　　　　　　　ことで広がる新たな可能性。

■主　催　みなみ阿波「想いを継ぐみち」実行委員会
■共　催　阿南商工会議所
■お問い合わせ　阿南商工会議所　☎0884ｰ22ｰ2301

みなみ阿波「想いを継ぐみち」
シンポジウム2025

Road to Dream　みちがつながり・広がる新たな可能性Road to Dream　みちがつながり・広がる新たな可能性

Anan Machi Bar
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